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目的とした社会的要請によるものであることが分

かった。（図-2）なお、検討過程において、施設の

更新時期が連携の実現に向けた後押しになったと

いう回答が約半数有った事も着目すべき点である。 

 

 

(2)下水処理と廃棄物処理の連携パターン整理結果 

連携パターンの類型化にあたっては、連携のきっ

かけが資源の有効利用という社会的要請によるもの

が多いこと、有効利用方法により必要となる設備に

違いがあることから、資源の有効利用方法に着目し

て検討した。 

その結果、類型化した連携パターンを次に示す。

なお、連携している多くの処理場において、消化ガ

ス発電が行われていることから、消化ガス発電を軸

としつつも、その他資源利用も追加で検討できるよ

う、以下の分類で類型化している。 

①「消化ガス発電のみ実施」、②「①＋汚泥の固形

燃料化」、③「①＋汚泥の肥料化」、④「①＋リン

の資源化」、⑤「①＋熱利用（主に排熱利用）」 

なお、ここでは代表例として、①と③の二つのパタ

ーンの特徴を紹介する。（図-3、図-4） 

①のパターンは、消化ガス発電のみ行うパターン

で最もシンプルである。従って、他のパターンと異

なり導入し易い。また、地域の外的要因で肥料や固

形燃料のニーズが減ったとしても事業継続に影響し

ない等の優位性もある。 

③のパターンは、消化ガス発電に加えて、残った

固形物を肥料化するパターンである。肥料化にあた

っては、大前提として地域ニーズがあることが重要

であり、また肥料化用の乾燥設備等が必要となるが、

これらの課題がクリアできれば、資源としてより有

効活用することができ、焼却や埋め立ての負担も軽

減できる可能性がある。 

 

４．今後の展開 

今回類型化した各パターンについては、今後も検

証を行い、精度向上を図ると共に、具体的な評価手

法に関して検討予定である。また、調査結果では、

下水処理場の敷地の余裕や住民による生ごみの分別、

施設更新の時期等が、連携実現において重要な点で

あることが示唆された。これらの知見は、今後、自

治体向けの検討手順書を策定していく中で、評価手

法に加え、留意すべき点として活用する予定である。 

 

図-1 資源有効利用先について（複数回答有り） 

 

図-2 連携のきっかけ及び背景について 

 

図-3 ①「消化ガス発電を実施する連携パターン」 

 

図-4 ③「①＋汚泥の肥料化を行う連携パターン」 
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１．はじめに 

 生活道路における交通安全の対策は、速度規制等

の交通規制と、物理的デバイスの設置を適切に組み

合わせて、車両の速度抑制や、通過交通の抑制を図

ることが基本となる（図-1）。 

 物理的デバイスには、路面を盛り上げた「ハンプ」

や、自動車の通行部分の幅を狭くする「狭さく」、

線形をジグザグにしたり蛇行させる「クランク」「ス

ラローム」等がある。これらは、運転者に減速を促

す効果を有する一方、合意形成や施工、維持管理に

関する懸念から、道路管理者がその設置を躊躇する

場合がある。このため、国総研ではこうした懸念を

解消し、普及を図るための技術開発を実施してきた。 

 本稿では、特に道路管理者からの問合せの多い、

アスファルト舗装によるハンプの施工方法、及び積

雪地域における冬期の物理的デバイスの管理事例に

ついて報告する。 

 

図-1 生活道路の交通安全対策のイメージ 

２．アスファルト舗装によるハンプの施工方法 

 ハンプの傾斜部の形状は、騒音・振動を抑制する

ために「サイン曲線形状」が望ましいとされている。

この形状は、単に傾斜の両端部をすりつけたもので

はなく、連続的に変化する曲面（図-2）であるが、

その成形方法は示されておらず、道路管理者からの

問合せが多かった。また、既設ハンプの道路中心線

上の高さについて、MMS（Mobile Mapping System）

を用いて調査した結果、サイン曲線形状との差が生

じている場合があることも確認された（図-3）。 

 

図-2 ハンプ傾斜部の形状（サイン曲線形状） 

 

図-3 既設ハンプのサイン曲線形状との差 

 そこで、国総研の試験走路における試験施工を通

じて、ハンプの施工方法の検討を行った。その結果、

サイン曲線形状の型枠（写真）を用いて傾斜部の施

工を実施するとともに、既設路面とのすり付け部分

については、舗装厚を確保するために既設路面の一

部を切削する等工夫を加えることで、サイン曲線形
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状に近い形状で施工できることが検証できた（傾斜

部の施工手順を図-4に示す）。その成果をとりまと

めた「ハンプの施工に関する参考資料（案）」は、

サイン曲線形状のデータ（CAD、PDF）と合わせて、

国総研ホームページで公開している。 

 

写真 サイン曲線形状の型枠 

（CAD/PDFデータを使用して木工所で作成可能） 

 

図-4 ハンプ傾斜部の施工手順 

 

３．積雪地域における物理的デバイスの管理事例 

冬期の管理を懸念し、物理的デバイスの設置を躊

躇する声は多いが、積雪地域においても、設置事例

は多数存在している。こうした箇所における冬期の

管理事例について、現地調査や、道路管理者・除雪

業者へのヒアリングにより調査を実施した（表）。 

調査対象箇所のうち、北海道では、機械除雪（除

雪グレーダによる除雪と、ロータリー・ダンプによ

る運搬排雪）を実施していた。ハンプ設置箇所でブ

レード（図-5）を上げることで、支障なく除雪を実

施しており、この操作の目印として、ハンプ位置に

ポール等を設置することが望ましいことがわかった。 

一方、北陸の調査対象箇所では、消雪パイプを設

置し、散水により、融雪を実施していた。このうち

ハンプの例では、通常は道路の縦断方向に沿って散

水ノズルを設置するところ、ハンプの平坦部上で横

断方向に設置する工夫がされていた（図-6）。 

引き続き、冬期における交通（減速）状況や、機

械除雪の実施状況、消雪パイプの設計の考え方等の

調査を実施中であり、今後、これらの成果をとりま

とめた技術資料を作成したいと考えている。 

表 調査結果の概要 

 

 

図-5 除雪グレーダのブレードの例 

 

図-6 消雪パイプの設置事例 

 

４．おわりに 

本稿では、生活道路の交通安全対策を支える国総

研の技術開発等の取り組みについて紹介した。 

今後の施策実施に合わせて、対策の検討や実施を

担う地方自治体への技術支援に積極的に取り組むと

ともに、現場の声も踏まえながら、引き続き必要な

技術開発に取り組んで参りたい。 

☞詳細情報はこちら 

1) （国総研）生活道路の交通安全対策 取組紹介 

http://www.nilim.go.jp/lab/geg/seikatsu.htm 

②アスファルト混合物敷きならし①型枠の設置・既設路面の切削

③転圧 ④型枠の撤去・完成

舗装厚確保のための切削

型枠

地域
物理的
デバイス

設置
時期

配置等 冬期管理の特徴

冬
期
も
存
置

北海道 ハンプ S62 同一路線で複
数のハンプ

機械除雪

ハンプ H11頃 同一路線で複
数のハンプ

機械除雪

ハンプ H15～
H21頃

エリア内に複数
のハンプ

機械除雪

北陸 ハンプ S62 同一路線で複
数のハンプ

消雪パイプ（新設）

狭さく H29 同一路線で複
数の狭さく

消雪パイプ（既存）

冬
期
は
撤
去

北海道 狭さく H25頃 同一路線で複
数の狭さく

狭さく（ラバーポール）
を撤去（機械除雪）

北陸 ハンプ H29 集落の入口に
ハンプを1箇所

ハンプ（可搬型）を
撤去（機械除雪）

出典：網走開発建設部HPブレード

散水ノズル

ハンプ平坦部
排水施設 排水施設

ハンプ傾斜部 ハンプ傾斜部
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